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鬼
北
町
﹁
鬼お

に

王お
う

丸ま
る

降
臨
﹂

　

全
国
の
自
治
体
の
中
で
唯
一
、「
鬼
」
が
つ
く
町
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
」。平
成
27
年
２
月
１
日
、「
鬼
王
丸
」
は
そ
の
メ
ー

ン
と
し
て
、
道
の
駅
森
の
三
角
ぼ
う
し
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
有
名
な
造
形
作
家
・
竹
谷
隆
之
氏
が
、
原
画
作
成
か
ら
模
型
製

作
ま
で
を
手
が
け
て
完
成
し
た
、
全
長
約
５
メ
ー
ト
ル
も
の
「
鬼
王
丸
」。

肩
に
、町
の
特
産
品
で
あ
る
「
キ
ジ
」
を
乗
せ
た
「
鬼
王
丸
」
は
、「
恋
愛
」

「
学
業
」「
金
運
」
の
３
つ
の
願
い
を
叶
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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「
メ
ロ
デ
ィ
ー
道
路
」

松野町

鬼北町

伊
方
町

各町
　自慢！

愛南町

「遊
ゆ

鶴
ずり

羽
は

の棚田」

「広見川」

「石垣の里・高茂岬・宇和海展望タワー」
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「岩黒山のアケボノツツジ」

「泉谷の棚田」

松前町

砥部町

久万高原町

内子町

上島町

　

現
在
、発
行
し
て
い
る
会
報
の
表
紙
の
テ
ー
マ
は
「
各

町
自
慢
」
で
す
。

　

９
町
を
一
回
り
し
た
の
で
、あ
ら
た
め
て
一
覧
に
し
て

み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、各
町
に
は
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や

綺
麗
な
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

灯
台
も
と
暗
し
。あ
ら
た
め
て
愛
媛
県
内
の
各
町
を
再

発
見
し
た
よ
う
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
町
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「はだか麦アート」

「ほたるの乱舞」

「桜とつつじに包まれる積善山」
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平成27年度 町村議会広報研修会日程
■10月20日㈫
　第１日目
　◎講　　演
　　　「議会広報紙の文章－『伝える広報』から『伝わる広報へ－』」
　　　　　　広報コンサルタント
　　　　　　文章改善コンサルタント　　　小　田　順　子　氏
　　 「思わず手にとる 読みたくなる 議会だよりを目指して」
　　　　　　地域活性化センター　広報室長
　　　　　　月刊「地域づくり」副編集長　畠　田　千　鶴　氏
■10月21日㈬
　第２日目
　◎優良議会広報クリニック
　　　　　　議会広報サポーター　　　　　芳　野　政　明　氏

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る

上
島
町
・
久
万
高
原
町
・
　
　
　

松
前
町
議
会
か
ら
18
人
が
参
加

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
平
成
27
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」が

10
月
20
～
21
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東

京
都
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
開

催
さ
れ
、
全
国
の
議
会
広
報
編
集
委
員
等

（
約
1
，0
0
0
人
）
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
活
動
に
対
す
る

住
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
議

会
広
報
実
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修

及
び
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
議
会
広
報

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
会
の
1
日
目
は
、「
議
会
広
報
紙

の
文
章	

―
『
伝
え
る
広
報
』
か
ら
『
伝
わ

る
広
報
』
へ
―
」
に
つ
い
て
、
広
報
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
文
章
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
小
田
順
子
氏
に
、「
思
わ
ず
手
に
と

る
読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

て
」
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

広
報
室
長
で
月
刊
「
地
域
づ
く
り
」
副
編

集
長
の
畠
田
千
鶴
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、2
日
目
に
は
、議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
に
よ
る
「
優
良
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
上
島
町
議
会
、
久

万
高
原
町
議
会
及
び
松
前
町
議
会
の
広
報

編
集
委
員
ら
18
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
日
程
は
次
の
と
お
り
。

 

会
長
に
原 

博
彦
氏（
上
島

議
長

）を
選
出

議
長
会
第
2
回
臨
時
総
会 

　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
9
月
19

日
自
治
会
館
に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
第

2
回
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
は
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

山
下
副
会
長

　

 

【
新
議
長
紹
介
】
岡
井
松
前
町
議
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

山
下
副
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の

と
お
り
指
名
し
た

　
　
　

髙
橋
久
万
高
原
町
議
長

　
　
　

松
田
鬼
北
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

会
長
の
退
任
並
び
に
会
長
職
務
代

理
者
の
就
任
に
つ
い
て

　

⑶　

議
長
の
異
動
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
3
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
。

5　

選　

挙

　
　

会
長
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
会
長
の
退
任
に
伴
い

補
欠
選
挙
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

選
出
方
法
や
規
約
運
用
内
規
に
つ
い
て

説
明
。

　
　

選
考
の
結
果
、
満
場
一
致
で
原
上
島

町
議
長
を
会
長
に
選
出
し
た
。

　
　
〈
新
会
長
〉

　
　
　
　

会　

長　

原　
　
　

博　

彦

	

（
越
智
郡
上
島
町
議
長
）

　
　

な
お
、
任
期
は
平
成
27
年
9
月
19
日

か
ら
平
成
29
年
6
月
2
日
ま
で
の
残
任

期
間
。

6　

協　

議

　

⑴　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会

議
員
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
会

長
を
選
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

第
59
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

に
つ
い
て

　

⑶　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　

⑷　

第
56
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て

　

⑸　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
に
つ

い
て

　

⑹　

平
成
27
年
度
議
長
研
修
（
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
つ
い
て

　

⑺　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

あ
り
、
一
同
、
了
承
し
た
。

会　長
原　博彦 氏
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全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監

査
委
員
全
国
研
修
会
」
が
、
10
月
7
～
8

日
に
東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
1
，
5
0
0
人
余
の
関
係

者
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本

県
か
ら
は
27
名
が
参
加
。

　

表
彰
式
で
は
、
飛
鳥
会
長
（
山
形
県
最

上
町
監
査
委
員
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

監
査
委
員
と
し
て
7
年
以
上
在
職
し
功
労

の
あ
っ
た
方
71
人
、
監
査
事
務
職
員
と
し

て
10
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
5

人
の
合
計
76
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
総
務
大
臣
（
代
理
）、
藤
原
全

国
町
村
会
長
及
び
飯
田
全
国
町
村
議
会
議

　
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式

　
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

長
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
舛
田
徳
島
県
那
賀
町
監
査
委
員
が

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
全
国
研
修
会
で

は
、
ま
ず
、「『
地
方
創
生
』
政
策
下
の
町

村
を
取
り
巻
く
環
境
」
と
題
し
て
、
立
命

館
大
学
教
授
の
平
岡
和
久
氏
が
、
次
い
で

「
効
率
的
監
査
の
執
行
と
監
査
責
任
」と
題

し
て
、
公
認
会
計
士
の
池
田
昭
義
氏
の
講

演
が
行
わ
れ
、
1
日
目
を
終
了
。

　

2
日
目
は
、「
地
方
公
共
団
体
監
査
制
度

と
監
査
委
員
の
役
割
」
と
題
し
て
、
日
本

大
学
商
学
部
長
小
関
勇
氏
の
講
演
が
あ
り
、

2
日
間
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
1
日
目
の
研
修
終
了
後
に
メ
ル

パ
ル
ク
会
館
で
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

監
査
委
員
相
互
の
交
流
を
深
め
た
。

平成27年度町村監査功労者表彰式・町村監査委員全国研修会日程
	 場所：メルパルクホール東京　
月　日 時　間 プ　ロ　グ　ラ　ム

10/₇㈬

12:00～13:00 受　　付
13:00～13:05 会長あいさつ 全国町村監査委員協議会会長
13:05～13:30 町村監査功労者表彰

表彰状授与
来賓祝辞

受章者代表謝辞

受章者代表
○総務大臣
○全国町村会会長
○全国町村議会議長会会長
受章者代表

13:45～13:50 開講あいさつ 全国町村監査委員協議会副会長
13:50～15:10「地方創生」政策下の町

村を取り巻く諸問題
立命館大学教授
　平岡　和久　氏

15:20～17:20 効率的監査の執行と監
査責任について

公認会計士　池田　昭義　氏

10/₈㈭

9:30～11:30 地方公共団体監査制度
と監査委員の役割につ
いて

日本大学商学部長
　小関　　勇　氏

11:30～11:35 閉講あいさつ 全国町村監査委員協議会副会長

　
第
56
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
　

　

研
修
会
は
、定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。は

じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
株
田
徳
島

県
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
に
、

自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
4
名
の
方
々
に

対
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

恒
例
の
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
徳
島
県
当
番
に
よ
り
、

10
月
23
日
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、四
国
各
地
か
ら
町
村
議
会

議
員
ら
約
4
9
0
名
（
本
県
関
係
は
1
2
3
名
）
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
共
同
通
信
客
員
論
説
委
員
の
後
藤
謙
次

先
生
か
ら
「
日
本
は
ど
う
動
い
て
い
る

か
」、特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
理
事
長
の
大
南
信
也
先
生
か
ら
「
神

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
創
造
的
過
疎
か
ら
考

え
る
地
方
創
生
―
」
と
題
す
る
講
演
が
あ

り
、
こ
れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
の
鈴
木
香
川
県
副

会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後
4

時
50
分
に
閉
会
し
た
。

特定非営利活動法人グリーンバレー理事長　大南 信也先生
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今
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
ま
す
。
戦
没
者
慰
霊
祭
を
は
じ
め
と
し

て
、
至
る
所
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
70
年

と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
内
子
町
も

今
年
2
月
に
合
併
10
周
年
記
念
式
典
が
開

か
れ
、
そ
の
後
伊
方
町
の
合
併
10
周
年
、

合
併
の
な
か
っ
た
松
野
町
で
は
町
制
60
周

年
記
念
式
典
と
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
の
安
倍
晋
三
自

由
民
主
党
総
裁
か
ら
「
立
党
60
年
記
念
式

典
」の
案
内
状
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
参

加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）
加
え
て
、国
際
協

力
機
構
か
ら
「
青
年
海
外
協
力
隊
発
足
50

周
年
記
念
式
典
」
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
参
加
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
週
末
に
は
地
元
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
「
創
立
50
週
年
記
念
式
典
」
が
あ

り
ま
す
。

　

私
も
51
歳
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
ん
な
周
年
の
当
た
り
年
に
議
長
に
な
ら

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
何
か
の
因
縁
で

は
な
い
け
れ
ど
も
少
々
不
思
議
な
感
が
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

25
年
前
に
青
年
海
外
協
力
隊
で
パ
プ

ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
帰
国
し
た
時
に
、

東
京
で
「
帰
国
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
受
け
、

「
日
本
は
村
お
こ
し
ブ
ー
ム
に
入
り
ま
し

た
。帰
国
後
は
地
元
地
域
で
地
域
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。」と
言

わ
れ
た
の
で
、
強
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
途
上
国
の

発
展
の
た
め
に
鋭
意
努
力
し
た
け
れ
ど

も
、
日
本
の
村
お
こ
し
は
こ
れ
か
ら
始
ま

る
の
か
、
時
代
錯
誤
に
な
っ
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
25
年
、「
日
本
は
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
、地
方
創
生
元
年
と
位
置
づ
け
、

地
方
が
消
滅
す
る
の
を
い
か
に
食
い
止
め

る
の
か
知
恵
と
汗
を
出
し
て
下
さ
い
。」と

声
高
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
の
は
、
誰
の
せ

い
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
ゆ
と
り
教
育
」「
週
休
2
日
」「
バ
ブ
ル

崩
壊
」「
デ
フ
レ
時
代
」「
中
国
の
台
頭
」

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」「
原
発
事
故
」「
安
全
保

障
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
な
ど
、戦
後
日
本
が
長
年

に
わ
た
り
、途
上
国
の
た
め
に
経
済
協
力
・

技
術
協
力
・
文
化
交
流
を
す
す
め
て
い
た

も
の
が
崩
れ
て
い
く
よ
う
な
、
希
望
あ
る

明
る
い
未
来
を
ど
う
描
け
ば
い
い
の
か
。

政
治
が
も
っ
と
し
っ
か
り
と
し
た
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
さ
な
い
で
、
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
に
流
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
原

因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
5
年
、
10
年
い
や
1
0
0

年
後
の
世
界
、
日
本
が
ど
の
立
ち
位
置
で

進
ん
で
い
く
の
か
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち

に
ど
ん
な
社
会
を
残
せ
て
や
れ
る
の
か
。

原
点
に
返
っ
て
今
ま
で
の
「
節
目
」
を
先

人
た
ち
の
よ
う
に
創
れ
る
か
、
ま
さ
に
正

念
場
で
あ
る
の
で
な
な
い
だ
ろ
う
か
。

﹁
節
目
の
年
﹂

�

内
子
町
議
会
議
長　

池
　
田
　
洋
　
助
　

随想随想随想
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10
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
宝
く
じ
の
女
神
来
局
、
全
国
市

町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
理
事
会
、

平
成
27
年
度
中
国
・
四
国
消
防
補
償
等

事
務
連
絡
会
議

▽
2
日
＝
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日
推
進

協
議
会
、
自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の

要
望

▽
5
日
＝
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ

の
人
的
支
援
に
係
る
被
災
三
県
の
要
請

活
動
、
愛
媛
県
自
治
会
館
等
共
同
管
理

組
合
消
防
避
難
訓
練
実
施

▽
6
日
＝
第
63
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会

▽
7
日
＝
平
成
27
年
度
地
方
行
財
政
講
習

会（
8
日
ま
で
）、
平
成
27
年
度
町
村
監

査
委
員
功
労
者
表
彰
式
並
び
に
町
村
監

査
委
員
全
国
研
修
会（
8
日
ま
で
）

▽
8
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
5
㏌
か
が
わ（
全
体
会
・
交
流

会
）（
9
日
ま
で
）、第
79
回
中
央
教
育
審

議
会
生
涯
学
習
分
科
会

▽
13
日
＝
市
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修

（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
受
講
）

（
15
日
ま
で
）、

▽
14
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会

館
臨
時
評
議
員
会
、
愛
媛
県
建
設
業
審

議
会
、（
公
財
）愛
媛
県
市
長
振
興
協
会

立
ち
入
り
検
査

▽
15
日
＝
平
成
27
年
度
地
方
議
会
活
性
化

セ
ミ
ナ
ー

▽
19
日
＝
平
成
27
年
度
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド

推
進
機
構
第
2
回
幹
事
会

▽
20
日
＝
平
成
27
年
度
町
村
議
会
広
報
研

修
会（
21
日
ま
で
）、
平
成
27
年
度
「
え

ひ
め
移
住
交
流
促
進
協
議
会
」
第
2
回

総
会

▽
21
日
＝
第
3
回
愛
媛
県
人
口
問
題
総
合

戦
略
推
進
会
議

▽
22
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会

▽
23
日
＝
第
56
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
並
び
に
平
成
27
年
度
第
2

回
町
議
会
議
員
研
修
会
、
内
外
情
勢
調

査
会
合
同
懇
談
会
、
全
国
町
村
会
政
務

調
査
会
行
政
委
員
会
、
同
理
事
会
・
都

道
府
県
会
長
会
・
政
務
調
査
会
～
各
委

員
会

▽
24
日
＝
平
成
27
年
度
「
小
・
中
学
生
ふ

る
さ
と
学
習
作
品
展
」
表
彰
式

▽
27
日
＝
第
24
回
愛
媛
農
林
水
産
賞
贈
呈

式
～
講
演

▽
28
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
10
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議
、
平
成
27
年
度
愛
媛
地

方
税
務
協
議
会

▽
29
日
＝
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
連
絡
会
議
、
平
成
27
年
度
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
等
全
国
研
修
会

▽
30
日
＝
平
成
27
年
度
地
方
財
政
計
画
等

に
関
す
る
研
修
会

編
集
後
記

　

見
上
げ
て
み
る
と
、
碧
く
透
き
と
お
っ

た
空
が
高
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の

間
に
か
あ
の
厳
し
い
暑
さ
か
ら
、
さ
わ
や

か
な
空
気
と
日
差
し
へ
。
そ
ん
な
季
節
の

移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
子
供
の
頃
に
聞

い
た
童
謡
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
♪
ま
っ
か
だ
な　

ま
っ
か
だ
な　

　

つ
た
の
葉
っ
ぱ
が　

ま
っ
か
だ
な　

　

も
み
じ
の
葉
っ
ぱ
も
ま
っ
か
だ
な
♪
」

　

明
日
か
ら
霜
月
、
神
帰
月
。
も
う
冬
隣

な
ん
で
す
ね
。

◇

　

前
に
も
記
し
た
ん
で
す
が
、
お
い
お
い

と
物
事
対
す
る
執
着
心
が
薄
れ
て
き
て
い

ま
す
。近
ご
ろ
は
と
く
に
甚
だ
し
く
、「
ま

ぁ
、
い
い
か
」
と
流
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
め
ぐ
り
く
る

季
節
を
か
ぞ
え
な
が
ら
、
湯
加
減
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
不
思
議
で

す
。
焼
酎
と
お
湯
の
加
減
は
同
じ
な
の
に
。

ま
ぁ
割
合
な
ん
て
い
い
加
減
で
、
ど
う
で

も
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
、
え
え
。

　　
　

食
料
は
自
前
で

　

朝
夕
の
ひ
ん
や
り
し
た
空
気
。
コ
オ
ロ

ギ
が
、
秋
の
音
色
を
奏
で
る
。
山
々
の
紅

葉
は
段
々
と
下
が
っ
て
来
る
、
北
海
道
か

ら
は
、
早
く
も
積
雪
の
声
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

は
、
10
月
5
日
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
催
の
閣

僚
会
合
で
大
筋
合
意
し
た
。

　

日
本
は
、
農
業
産
品
・
工
業
製
品
合
わ

せ
た
関
税
撤
廃
率
が
95
％
。
相
対
す
る
11

か
国
は
約
1
0
0
％
。
わ
が
国
の
主
食
コ

メ
に
つ
い
て
は
、
米
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
無
関
税
特
別
枠
7
万
8
4
0
0

ト
ン
輸
入
が
新
設
さ
れ
た
。
オ
レ
ン
ジ
は

段
階
的
に
撤
廃
。聖
域
5
品
目
の
う
ち『
例

外
を
確
保
』
し
て
3
割
の
品
目
が
撤
廃
対

象
。
農
林
水
産
物
品
目
の
う
ち
81
％
の
関

税
が
撤
廃
。
工
業
製
品
の
輸
出
で
は
、
11

相
手
国
に
品
目
ベ
ー
ス
で
86
・
9
％
撤
廃
、

最
終
的
に
は
99
・
9
％
が
撤
廃
と
な
る
。し

か
し
早
急
な
撤
廃
を
求
め
て
い
た
米
国
へ

の
自
動
車
関
税
に
つ
い
て
は
、
25
年
先
に

な
っ
て
か
ら
完
全
撤
廃
と
な
る
。
本
県
特

産
の
タ
オ
ル
は
撤
廃
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、世
界
が
常
に
連
係
し
た
動
き
、現

代
の
国
際
社
会
に
あ
っ
て
は
、“
し
か
た
な

い
社
会
の
仕
組
み
”
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

関
税
撤
廃
に
よ
り
全
て
の
消
費
者
が
、
農

産
物
を
安
価
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
諸
手

を
挙
げ
る
で
あ
ろ
う
か
…
。

　
「
食
料
の
安
全
・
安
心
」
に
敏
感
な
日
本

人
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
不
安
感
が
あ
る

こ
と
は
拭
え
な
い
。

　

要
は
、
な
お
一
段
と
食
料
輸
入
の
安
全

水
際
作
戦
を
関
係
機
関
が
、
強
化
徹
底
す

る
こ
と
に
尽
き
る
。

　

方
や
国
内
生
産
者
は
、「
安
全
・
安
心
」

な
作
物
作
り
に
力
を
入
れ
、
高
品
質
の
価

値
で
商
品
化
し
、
勝
負
す
る
こ
と
で
あ
る
。

国
内
の
価
格
は
、
品
質
で
十
分
消
費
出
来

る
。
国
外
に
対
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
農

企
業
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
活
路

は
大
き
く
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
食
料
に
つ
い
て
は
「
自
給
率

引
き
上
げ
」
を
こ
の
欄
で
何
度
と
な
く
取

り
上
げ
て
き
た
。
食
糧
を
他
国
に
依
存
す

る
事
は
問
題
で
あ
る
。食
糧
の
輸
入
は
、今

や
異
常
気
象
に
よ
る
危
惧
、
ま
た
、
何
事

が
発
生
時
に
は
、最
後
は
輸
出
国
の
裁
量
・

サ
イ
ド
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
日
、
世
界
に
は
、
倫
理
観
の
な
い
自

国
利
益
誘
導
操
作
・
戦
略
を
国
是
？
と
し
、

国
際
機
関
の
利
用
に
ま
で
触
手
を
伸
ば
す

よ
う
な
様
相
の
国
が
見
え
隠
れ
す
る
。
将

来
「
食
糧
」
が
、
軍
事
力
を
背
景
に
、
操

作
経
済
力
の
下
で
は
さ
ら
に“
国
際
秩
序
”

を
失
い
か
ね
ず
、
混
乱
を
起
す
起
因
に
な

る
事
は
必
至
。

　

主
義
・
民
族
・
宗
教
に
絡
む
争
い
が
、歴

史
を
み
て
も
皆
無
と
な
ら
な
い
現
実
の
国

際
社
会
で
あ
る
。「
食
糧
」「
水
」
は
、
ま

ず
自
前
が
望
ま
し
い
。
今
回
の
合
意
を
機

に
食
糧
の
自
給
率
引
き
上
げ
を
最
優
先
で
。

�

（
Ｔ
）

 

「
人
間
は
カ
メ
レ
オ
ン
だ
。そ
の
天
性
、法

則
に
よ
っ
て
、
終
始
行
く
場
所
の
色
を

お
び
る
」

　
（
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
エ
ー
ン　

米
国
の
作
家
）

一

筆
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「病気」を補償し、ご安心をお届けする制度です。

団体医療保険全国町村
議会議員

新・団体医療保険（医療保険基本特約・疾病保険特約セット団体総合保険）

【保険契約者】
全国町村議会議員互助会

【取扱代理店】
株式会社　まちむら
〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館3階
TEL 03-3264-6830　FAX 03-3264-8308

【引受保険会社】
損害保険ジャパン日本興亜株式会社
団体・公務開発部 第三課
〒100-8965　東京都千代田区霞が関3-7-3
TEL 03-3593-6456　FAX 03-3593-6753

（注1）日帰り入院とは、日帰り手術のため1日だけ入院と同じような形で病室を使用した場合
などのことをいい、「入院料」の支払いの有無で判断します。

（注2）加入申込書および被保険者健康告知書の内容により、お引き受けをお断りしたり、お引き
受けの条件を制限させていただくことがあります。

（注3）本制度は保険期間の中途でのご加入はできません。

※このポスターは概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保
ジャパン日本興亜までお問い合わせください。

● 病気による入院・手術を補償します。三大疾病（がん・急性心筋こうそ
く・脳卒中）となった場合の補償もセットできます。

● 病気による入院は、日帰り入院から補償します（注1）。
また、1回の入院につき120日限度、通算1,000日まで補償します。

● ご加入の際、医師の診査は不要です。簡単な告知で加入できます（注2）。
● 保険期間は1年間です。以降1年ごとに自動継続となりますので、
お手間が掛かりません（注3）。

お手続きは簡単です!

無料の健康・介護相談サービス
（損保ジャパン日本興亜・アシスタント
ダイヤル）をご利用いただけます!

平成28年1月1日午後4時から1年間保険期間

安心の団体医療保険５つの特長

SJNK15-05500 2015.7.27

「病気」を補償します!

ご加入年齢 満60歳～満64歳の場合（A型にご加入いただいた場合）
疾病入院保険金 
1日につき

5,000円
23,070円入院保険金日額の40倍

重大手術の場合

倍02 の額日金険保院入 ： 術手の中院入
外来の手術 ： 入院保険金日額の 5倍

重大手術以外の場合

団体割引30％の、割安な保険料です!

保険期間1年、年払、
団体割引30%適用（  　　　）

● 議会議員を退職後も、継続して加入できます。
● 議員の皆さまの配偶者も加入できます。
● 満79歳（保険始期日時点の満年齢）まで加入できます。

議員・退職議員の皆さまのための制度です!

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は、損保ジャパンと日本興亜損保が2014年9月1日に合併して誕生した会社です。


